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圭t
ノ、

一
不
す

中嶋東京
外大教授

は

氏
に
6
つ
の
困

今
回、
姿
を
見
せ
た
メ
ン
バ
ー

は
。
血
塗
ら
れ
た
郡
小
平
司
令

部。
の
そ
ろい
ぷ
み
だ。
部
氏
が

姿
を
見
せ
た
こ
と
に
関
し
て
は、

ゴ
ルバ
チョ
フ・
ソ
連
最
高
会
議

議
長
と
の
会
見
の
さい
の
様
子
か

ら
元
気
だ
と
思っ
て
い
た
の
で、

驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い。

し
か
し、
こ
の
時
期
に
部
氏
が

大
虐
殺
の
実
行部
隊
で
あ
る
楊
尚

昆
国
家主
席、
行
政
面
で
の
実
務

を
と
り
し
きっ
た
李
鵬
首
相
を
伴

っ
て
出
た
の
は、
国
民
に
対
す
る

一
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ショ
ン
だ

ろ
う。だ

が、
予
想
さ
れ
た
こ
と
と
は

い
え、
柔
軟
派
の
組
紫
陽
総
書

記、
胡
啓
立
政
治
局
常
務
委
員、

話栄
藤氏
ら
が
欠
け
て
い
る。
お

そ
ら
く、
中
央
委
員
会
レ
ベ
ル
で

は
多
数
の
支
持が
得
ら
れ
な
い
の

で、
政
治
局
拡
大
会
議
で
柔
軟
派

を
切
り
捨
て
た
の
だ
ろ
う
が、
こ

れ
は
党
内
の
亀
裂
を
さ
ら
け
出
し『
求
運
動
は、
香
港、
台
湾
だ
け
で

た
も
の
とい
え
る。

な
く
華僑、
在
外
中
国
人
の一
体

都
民
ら
は
当
面、
こ
の
体
制
で
感
す
ら
抱
か
せ
る
ウエ
ー
ブ
を
巻

強
行
策
を
と
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
き
起
こ
し
て
い
た
だ
け
に、
そ
の

う。
し
か
し、
部
氏
は
も
う
。
民
反
発
は
大
きい。

衆
の
敵。
に
な
っ
て
し
まっ
た

米
国
は
プッ
シュ
大
統
領
が
民

し、
国
際
的
に
も
指
弾
を
受
け
て
主
化
促
進
を
求
め
た
し、
英
国、

い
る。
とく
に
今
回
の
民
主
化
要
フ
ラ
ン
ス
も
同
調
し
て
い
る。
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ロ

〔
ロ
ン
ド
ン
九
日
H
横
山三
四一
は
資
本
主
義
体
制
を
維
持
す
る
こ

郎〕
英
外
務
省
は
九
日、
ハ
ウ
外一
と
に
なっ
て
い
る。
だ
が、
今
回

相
が
七
月
初
め
に
香
港
を
訪
問、一
の
中
関
の
流
血
事
件
に
香
港
在
住

香
港
お
よ
び
中
国情
勢
を
視
察
す一
中
国
人
の
不
安
が
つ
の
り、
返
還

る、
と
発
表
し
た。

一
の
見
直
し、
あ
るい
は
希
望
者
の

香
港
は一
九
九
七
年
に
中
国
に一
英
国
籍
の
所
得
を
求
め
る
声
が
高

返
還
す
る
こ
と
が
調
印
ハ
八
四一
ま
り、
ヂ
i
ピッ
ド・
ウ
イ
ル
ソ

年）
さ
れ、
そ
れ
に
よ
れ
ば
香
港一
ン
香
港
総
額
は
急
きょ、
本
国
に

は
九
七
年
の
返
還
後
も
五
十
年
間一
帰
還
し
て
八
日
サッ
チャ
1
首
相

英
外
相 、
来
月
香
港
訪
問
ヘと

対
策
を
協
議
し
た。

サッ
チャ
！
首
相
は
返
還
条
約

に
調
印
し
た
当
事
者
で
あ
り、
返

還
日
程
に
再
考
の
余
地
は
な
い
と

の
態
度
だ
が、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
総
怖

と
の一
時
間
半
に
わ
た
る
会
談
で

香
港
系
中
国
人
の
英
国
国
籍
の
所

得
規
制
の
緩
和
の
検
討
を
示
唆
し

た。

、

， 
， 

が
浮
上
教米
授大

菌、
中
国
の
指
導
部
は
武
力
鎮
圧

に
加
担
し
た
軍、
党
の
長
老
ク
ラ

ス
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が、
長
期
的
に
は
穏
健
な
改革
派

が
指
導
部
を
握
る
こ
と
に
な
ろ

う。
魁
紫
陽・
党
総
醤
記
が
指導

部
に
返
り
咲
く
こ
と
も
あ
り
う

る」
と
次
の
よ
う
に
語っ
た。

「中
国
の
指導
部
は
ま
だ
権
力

闘
争
を
展
開
中
だ。
当
面
の
動
き

か
ら
み
る
と、
軍が
こ
の
権
力
闘

争
に
深
く
か
か
わっ
て
お
り、
自

分
た
ち
の
息
の
か
かっ
た
指
導
部

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

だ。
こ
の
た
め、
短
期
的
に
は、

武
力
鎮
圧
に
加
担し
た
党、
軍
の

長
老
ク
ラ
ス
で
構
成
さ
れ
る
指
導

部
が
発
足
す
る
か
も
し
れ
な
い」

「
た
だ、
こ
の
長
老
指
導
部
は

活
力
が
な
く、
長く
は
続
か
ず、

長
期
的
に
は、
中
圏
内
の
繋車
派

の
勢
力
の
大
き
さ
か
ら
み
て、
い

ず
れ
中
国
は

改革路
線
に
戻
る
こ

と
に
な
る
と
み
て
い
る。
そ
の

際、
今
回
の

権力闘争
で
生
き
残

っ
た
穏
健
な

改革派
が
指
導部
を

握
る
こ
と
に
な
り、
武
力
鎮
圧
に

加
わ
ら
ず、
汚
れ
て
い
な
い
指
導

者
が
政
治
舞
台に
浮上
し
て
く
る

だ
ろ
う。
こ
の
場
合、

改革派
の

シ
ン
ボ
ル
とい
え
る
組
紫
陽・
党

総
警
記
が
返
り咲
く
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い」

「
今
回
の
騒
乱
が
アwン
ア
の
地

政
学
的
な
戦
略バ
ラ
ン
ス
に
直
ち

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
思

わ
な
い
か、
中
国
の
外
交
関係、

と
く
に
米
関
と日
本
と
の
関
係
で

悪
い
影
響
が
出
て
く
る
と
思
う。

と
り
わ
け、
日
本
の
場
合
は
貿

易、
投
資、
人
的
交
流
面
で
懇
影

響
が
出
て
く
る
心
配
が
あ
り、
米

国
の
聞
で

軍事協力
関
係
に
悪
影

響
が
出
て
く
る
の
は
必
至
だ」

＆レンゴー株式会社

ダンボールと名付けて80年。野
党、
反
体
制組織
が
反
発

中
間
評
価の
撤
回
発
言
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